










（ 続紙 １ ）                             
















































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 



























く, 価格や輸送に関連する経済制度, 経済主体の利害, 国有企業に対する浪費促進
的政策に依っていることを初めて説得的に解明している。限られた論考ではあるが,
 エネルギー研究に斬新な課題提示をしていると考えることができる。 
 一方, 本論文には, 以下のように十分に明らかにできず今後取り組むべき研究課
題も残されている。 
 第1に, エネルギーガバナンス概念が分析の主要な方法に位置付けられているが, 
なお不完全で, 改善の余地は大きい。少なくとも, エネルギーと環境を結び付ける











 令和2年6月9日, 論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果, 合格
と認めた。 
 
 
